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Status of Hawaiian numerals 
Toru SHIONOY A 
(原稿受付日 平成9年5月9日 論文受理日 平成9年8月20日)
Abstract 
Hawaiian numerals can be syntactically classified into two subgroups， (i)numerals denoting one through 
nine， and (i) numerals denoting ten and over. Numerals in both of those subgroups can be used as determin巴rs
or as nouns. In order to modify a noun phrase， the numerals in the subgroup (i) occur as verbs， while num巴rals
in the subgroup (i) 0∞ur as nouns. Verbs in Hawaiian can be used as noun modifiers， inthe same way， 
numerals in the subgroup (i)， by themselves， c加 alsomodify noun phrases. Nouns in Hawaiian can modify 
other noun phrases by forming appositive phrases with the word he preceded. In the same way， when numerals 
in血esubgroup (i) modify a noun phrase， they form appositive phrases with the word he preceded. 
Key words : Polynesian， Hawaiian， Grammar， Word class， Numeral 
1. 序論
1. 1 数詞という範暗について
数詞は文法記述において広く用いられている範曙で
あり、それは数を表す語として意味論的には明確に定
義される。しかしながら、 いろいろな言語を見てみる
と、数詞は文法的には必ずしも一貫性を持った範障で
はないことがわかる。英語を例に見ても数詞は文法的
には決定詞、 代名調、 (叙述的)形容詞という三つ
の異なる機能がある。更にいろいろな言語を見てみる
と、同じ数詞という範障に属する構成員の聞に文法的
特性の差異が見られる場合もある。例えば Corbettは
ロシア語の数調について小さい数を表す数調から大き
な数を表す数調へと少しづっ変化していく文法的特性
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について報告しているけ)。
1. 2 ハワイ語数調の多様性
ハワイ語においても数調というグループは文法的に
多様である。 ハワイ語数調の多様性の一つは、 その
分布である。 ハワイ語数詞の分布は、 例(1)のよ
うに文頭に現れる場合、例(2 )のように前置詞の後ろ
に現れる場合、 例(3 )のように名調の後ろに現れる
場合の三つの場合に大別される。
( 1 )包1ua laua la... 
two they 
「彼らは二人だ.. •J F 146 
(2) 1 loko 0 'umi makahiki. 
at inside of ten year 
r 1 0年間でJK 1893/12/16:1 
( 3 ) . .na ‘ano 'ekolu. 
DEF-PL ki nd three 
「三種類JT 1 
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ハワイ語数調のもう一つの多様性は、 一桁の数(9 
以下)を表す数詞(以下、 一桁数調と呼ぶ)と二桁以
上の数(1 0以上)を表す数詞(以下、 二桁数詞と呼
ぶ)との聞の文法的な違いである。 形態論的な違いと
して、 一桁数詞は分類接頭辞ト又は‘aー が付加される
のに対し、 二桁数詞にはそれは付加されない。 両者
の聞には統語論的な違いもある。 二桁数詞、 または
二桁数調で始まる数詞が述語の位置に現れる場合には
例(4 )が示すように必ず heという単語が数詞の前に
置かれる。 heは前置詞と不定冠調の機能が統合され
た語として分析される語であるが (2)、例(5 )が示す
ように ー桁数調、 または、 ー桁数詞で始まる数調
(2 0 0、 2 000等)の場合には付けなくても構わ
ない。
( 4) .. a he 'umi kapuai kona loa... 
andINDEF 10 feet its length 
「そしてその長さは 10フィートだ。 JM 15 
( 5) 'El ima kapuai kona ki‘eki‘e.. . 
five feet its height 
「その高さは五フィートだJM 15 
従って、 ハワイ語の数調の充分な記述は、 ( 1 ) 
数調の多様な分布、 ( 2 )数詞の中の文法的に異なる
こつの下位グループ、というこつの点を網羅したもの
でなければいけない。
1. 3 ポリネシア語における数詞の扱われ方
従来のポリネシア語の文法記述には、数詞と他の品
詞に属する語との比較などが充分になされないまま、
ただ独立したクラスとして最初から別扱いされたまま
のものが多かった。塩谷がサモア語の数調を他の品詞
と比較した上で動詞の一種とする分析を示し (3)、 そ
れを受けて、 Lazard & Peltzerも同様の分析がタヒ
チ語にも適用できる可能性を示唆しているは)。 しか
しながらハワイ語においてはこの分野については未だ
充分な分析がなされていない。
現在最も詳しいハワイ語文法書である Elbert&Pukui
は、数詞は決定詞と冠調無し所有形の聞に起こる要素
で、名詞の修飾成分としても用いられることがある、
と記述しているだけで (5)、 彼等は上記の例(4 )と
( 5 x:示されるー桁数詞と二桁数調の違いについても
説明を与えておらず、上記の例(1 )が示すような述語
的に用いらている数詞の用法についても言及していな
いという点で不十分である。
1. 4 本稿の目的
本稿では今まで明確に記述されていなかった側面、
すなわち、 述語として用いられる数詞の用法、 一桁
数詞と二桁数詞の違いも含めてより包括的に数調の諸
用法を記述し、 それを一般化することを目的とする。
1. 5 データ
データとしてハワイ語で書かれた本や新聞等の出版
物をもちいた。本稿中の例文ではその出典を略号とペ
ージで示した。 略号は、 E:Elbert編 Hawaiian 
antiquities and folk-lore、K:ハワイ語新聞 Kuokoa、
F : Pukui & Green著 Folkta les of Hawai i 、B: Beckwi th 
編 Kepelino'stradition of Hawaii 、L:Beckwi th編
La ieikawai、M:Mookin i編ona holoholona wawae eha 
である。新聞については略号の次に年月日とページを
表記した。
2 . ハワイ語数詞の各用法の分析
2. 1 述語を形成する場合
2. 1. 1 冠調付き名詞匂を伴う場合 数調
が述語として用いられる場合には、後ろに冠調要素を
含む名調匂又は代名調(以下、 冠詞付き名詞句と呼
ぶ)が来るか、 冠調要素を含まない名詞句(以下、 冠
調なし名調匂と呼ぶ)が来るかによってその文が表す
意味が異なる。後ろに冠調要素を含む名調勾又は代名
詞が来る場合は、述語となる数詞は単に主語となる冠
詞付き名詞匂の数量を表す。 この用例はr~ の人数は
(何)人だJという表現によく用いられる。 一桁数調
の場合には、 例(6 )のように数詞自身が文頭に来る
か、 または 例(7 )のように前に he (以下、 前
置詞一不定冠詞のように表記)をともなって現れる。
( 6) 'El ualaua la... 
two they 
「彼らは二人だ... J F 146 
( 7) He ‘eha ko lakou nui 
INDEF four their quanti ty 
「彼らの人数は 4人だ。 JF 107 
又、 二桁数詞の場合は、 常に前に heを伴って現
れる。
( 8) He 'umik加 ama1 ima ko lakou nu i . 
INDEF 15 their quanti ty 
「彼らの人数は 15人だ。 JL 351 
2. 1. 2 冠詞無し名調匂を伴う場合 数調
が後ろに冠詞なし名詞句を伴って述語となる場合は存
在文を形成し、 例(9 )のように r~が(いくつ)あ
るjという表現に用いられる。
( 9) ..‘el ua wale nδ1 i 0 ‘oi aku ka 
two only animal ASPECT bigger 
nUl. • 
big 
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「より大きな動物は二つしかいない。 JM 15 
又、 例 (10)のように後ろに冠調なし所有形を含
む名詞匂が来る場合は存在ではなく所有を表す文を形
成し、 r~ が(いくつ)~を所有している J という表
現に用いられる。
( 1 0) .. 'el ua ona pepeiao hao poko le. 
two i t s horn short 
「それは二つの小さい角を持っている。 JM 19 
存在文や所有文を形成する場合でも、前節の用法と
同様に、 一桁数詞は上の例 (9-10)のように単独
で文頭に来るか、 例 (11)のように heを伴って現
れるが、 二桁数詞は例(1 2)のように常に加を伴
って現れる。
(1 1) He ‘elua ana mau kaikamahine nunui 
P-INDEF two his PL daughter big 
ikaika.. . 
strong 
f彼は二人の強くて大きな娘がいるJF 145 
( 1 2) He 'um ikUDIama 1 uaona ni ho. 
P-INDEF 12 i t s teeth 
「それは歯を 12本持っているJM 35 
2. 1. 3 この節のまとめ 二桁数詞(例8、
1 2) は常に前に不定冠調要素 heを伴う名詞の位置に
現れ、 heと共に述語名詞句を形成している。 従って
この用法におけるこ桁数詞は名詞として分析できる。
ー桁数調が前に不定冠調要素 heを伴う場合(例 7、
11)については、 二桁数詞と同様に名詞として分析で
きる。 heを伴わずに単独で述語を形成している場合
(例 6、9、10)については、 特に、 h eがある
場合とない場合とで意味や環境の違いがみあたらない
ことから、 一桁数調の前では heは任意的に省略でき
るものと考えられる。
2. 2 名詞の前に置かれる場合
前節で述べた諸例は数詞が名詞として名詞句の核に
なる場合であったが数詞はある名詞匂の中において、
中核となる名調の前に置かれることもある。この場合
は、 一桁数詞、 二桁数詞共に、 例(1 3、 15) 
のように前に heを伴う場合と、 例(1 4、 16)の
ように伴わない場合とがある。
( 1 3) Ua 1 i ke me‘eono mi le. 
ASP same as six mile 
f六マイルと同じJE 109 
( 1 4) ... 'ike aku nei laua he ‘elua mau halau 
see then they INDEF two PL house 
nunUl.. . 
big 
「それからかれらは二軒の大きな家を見たj
F 143 
(1 5).. .ho'ikeaku la ia i ‘um i kamelopad i. 
show then ACC ten gi raff 
「十匹のキリンを見せたJM 23 
( 1 6) He kanaono pauna ke kaumaha 0 
P-INDEF 60 pound DEF weight of 
kekahi 
some 
「あるものの重さは六十ポンドだ。 JM 33 
倒 (15)では、 ー桁数詞ではなく二桁数詞も he
を伴わずに用いられている。 これは heという単語に
統合されている前置詞の機能が他の前置調(ここでは
体格の前置調 i)と衝突するためじ、 heが削除され
た例である (2)。 数詞と共に用いられている場合に限
らず、 heは他の前置詞と共に使われることはない。
この節で述べた諸例において、数調は冠詞要素を伴っ
て、 或いは単独で決定詞の位置に現れている。 単独
の場合には、数詞が決定詞を形成していると分析でき
るが、 冠調要素 heを伴う場合にはどうであろうか。
heは冠詞要素を含む語であるので、 それ自身決定調
の機能を持つ。 もし heが独立した決定調を形成して
いて、その後ろの数調も独立した後決定調であるなら、
他の決定詞が数調の前に置かれる可能性がでてくる。
しかし、冠調要素以外の他の決定調が数調の前に起こ
ることはない。 これは、 heと数詞が複合体として
一つの決定詞を形成しているということを示唆する。
冠詞要素と他の要素が結合して一つの決定調を形成し
ていると分析される例は他にも多くある。 例えば、
指示調同iarこのJ、kenarそのJ、同larあのj、
kekahi r或、何らかのJ、冠調付き所有形kaurあなた
のj、ka'ur私のJ等のいずれも最初に kー という要素を
持っているが、 これは単数の不定冠詞 keから来てい
ると思われ、これらの形は冠詞要素と別の要素が結合
したものが形態の上でも融合したものと考えられる。
2. 3 名詞の後ろに置かれる場合
前の二つの節では一桁数調と二桁数調の聞の明確な
差は示されなかったが、名調の修飾成分として名調の
後ろに置かれる場合には両者の問にはより明確な差が
出てくる。 この用法では、二桁数調は必ず heを伴っ
て現れるのに対して、 一桁数詞は常に heを伴わずに
現れる。
(1 7) keia mau koa 'el ua 
this PL warrior two 
「これらの二人の戦士JE 85 
??
(18) 1 na hebedoma he 
??
in DEF-PL week P-INDEF ten 
「十週間でJM 17 
前の二つの節では、 ー桁数詞の場合にも前に heを伴
う例が見られたがこの用法に関しては該当する例は発
見できなかった。 従って、 この用法に関しては両者
は統語論的に明確な区別を持っているといえる。形容
詞と動詞の文法的区別がないハワイ語では名詞の後置
修飾は動詞或いは前置詞を伴う名詞句によってなされ
る。この用法におけるー桁数詞は動詞の位置に置かれ
ており、 限定用法の動詞として分析される。 一方、
二桁数調の方は、常に前に前置詞一不定冠調 heを伴
うのでここでも名詞として分析される。この heは他
の名詞句を修飾するために同格の名詞句を形成する際
に、 名詞の前に置かれるものである。
( 1 9) . .hanau a'ela ua keiki nei he 
born then the child this P-INDEF 
ka ikamahi ne. 
gi rl 
「この子ども、女の子、が生まれたJL 349 
例 (18)のhe+数調も例(1 9)の he ka ikamahi ne 
と同じように同格の句として先行する名詞を修飾して
いると分析される。
このように、名詞を後置修飾する場合には一桁数詞
が動詞として用いられるのに対し、 二桁数調は heと
共に同格の勾を形成する名詞として用いられる。ここ
で、 初めて両者の聞の明確な違いが示された。
3 結論
3. 1 分析結果及び本研究が含意すること
ハワイ語の数調においては、統語論的にー桁数調と
二桁数詞の二つの下位グループに分かれる。両者とも
決定詞あるいは決定詞の一部として名詞の前に現れる
ことができるが、 文の述語になる場合は、 名詞とし
て用いられる。 他の名詞の修飾成分となる場合は、
一桁数詞は動詞として、二桁数詞は名詞として用いら
れる。
2.1節及び、 2.2節で述べた様に、 文頭におけ
る不定冠詞要素 heとの共起に関して二桁数調は一貫し
て共起しているのに対して、一桁数詞では共起したり
しなかったりと変異が見られる。これはー桁数詞の位
置づけが推移の途上にあることを示唆している。塩谷
が、ポリネシア語の数詞が歴史的に再分析の過程にあ
ったのではないかという仮説を提示したが(3)、 ハワ
イ語の一桁数詞に関する変異もその裏付けだと思われ
? ??
t;í~it 
る。 これについては、 他のポリネシア諸語との詳細
な対照等、 更なる調査、 研究が待たれるところであ
る。
3. 2 問題点と課題
2.2節で、 数詞を決定調或いは決定調の一部と分
析したが、 この用法における数詞には、 他の決定詞
と異なる文法的特性が一つある。ハワイ語では動詞や
名詞の後に小辞paha["多分Jが置かれることがある。
他の決定詞と名詞の聞に pahaが置かれる例はないので
あるが、 数詞と名詞の聞には置かれる例がある。
( 2 0) ..‘巴1ua paha kapuai ka loa. 
two maybe feet DEF length 
「長さはおそらく 5フィートくらいですJM 15 
例(2 0 )の数詞 込lua は今回の分析では決定詞と
して分析されるものだが、 それと名詞の聞に pahaが
置かれている。他の決定詞ではこのような例はなくこ
れは決定詞として数詞を分析する上での例外となる。
2. 1. 1項と 2.2節の用法を比べてみると、 その
文型、意味共によく似ている。 もし 2.1. 1項で述べ
た用法において、数詞の後ろに何らかの名詞が省略又
は了解されていると仮定すると、 2.1. 1項の用法も
2. 2節の用法と同様に決定詞として分析することが可
能である。今回の分析では 2. 1節で述べた用法におい
ては、数詞を名詞として分析したが、 今後、 調査研
究を進めるに際して、見直す余地も残されていると思
われる。
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